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の音、爆竹が鳴り響く音が聞こえてきたら、それは「掃街」である。候補者が選挙カー 乗って街を走り回る。選挙カーは小型トラックを改造した「オープンカー」がほとんどで、車体には候補者の顔写真が載った広告が貼られ、荷台に候補者を載せて走 これに小旗やポスターなどで飾った自動車、バイクや自転車が何十台も連なることなど珍しくない。大太鼓や銅鑼を叩き、爆竹を鳴らし、時にはロケット花火まで打ち上げる。とにかくド派手な演出である。沿道を支持者が埋め尽くし、スピ カーから候補者の名前が連呼され
にぎやかというよりは、正直やかましいくらいだ。　
選挙運動は夜になってもまだま
だ続く。夜開かれる大規模集会が「造勢晩会」だ。週末には演説のための特設ステージが至 所に設置され、夜になると候補者の演説を聞こうと人々が集まってくる。会場周辺には屋台 立ち並び、これまたにぎわいをみせる。屋台を営む人たちにとっても、選挙は絶好のビジネスチャンスなのだ。トップリーダーを選ぶ総統選挙ともなれば、投票日前日の最後の造勢晩会は、各陣営が趣向を凝らし、大いに盛り上がる。候補者 登場で、それは最高潮を迎える。会場を埋め尽くした支持者が小旗やうちわ、風船などを片手に 大合唱で候補者を迎える。その熱気とノリはコンサート会場さながらだ。人々は候補者の演説に興奮し、感
動し、時に涙するのである。●投開票　
前日までと打って変わり、投票
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すべての選挙の投票用紙が手渡される。投票の仕方も日本と違って、有権者が候補者名や政党名を自分で書いたりしない。投票用紙には候補者名もしくは政党 とその番号が予め印刷されており、その上に四角い空欄がある。有権 は記載台に備え付けのスタンプをそこに押すことで、自分 支持する候補者や政党 投票するという仕組みだ。これなら何らかの事情で字が書けない人でも投票 き 。　
投票が締め切られると、投票所













の及び方が様々で る。 選会の委員は、同一の政党に所属する委員が三分の一を超えてはならず、形式上は独立性が保たれている。しかし、 実際には行政院長（首相）が推薦し、立法院（議会） 同意を得て任命されるため、これまでも委員の人選が二大政党間 イデオロギー対立とまったく無縁だったわけではない。また 専任の主任委員と副主任委員は有給職だが、他の委員は無給職であるため、委員の専門性とそれによる独立性保障されているともいえ　
台湾の選挙管理では、 「選政」
と呼ばれる選挙関連法規の制定、修正と解釈は内政部 権限 され「選務」すなわち選挙の実施は中選会が担っている。中選会によ選挙関連法規に関する提案は認められている 、それは内政部に対するもので、直接行政院に提案することはできない。こうした分業のあり方は台湾の 挙管理の歴史
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